
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はテレビジョンおよびコンピュータ等の画像表示に用いるプラズマディスプレイパ
ネルの駆動方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来例のＡＣ型プラズマディスプレイパネル（以下単にパネルと称する）の一部破断斜視
図を図５に示す。図において、第１の絶縁基板１の下面に、誘電体層２と保護膜層３とで
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誘電体層および保護膜層で覆われた少なくとも１対以上の対を成す走査電極群と維持電
極群を配した第一の絶縁基板と、前記走査電極群および維持電極群とに直交して少なくと
もデータ電極群を配した第二の絶縁基板とを対向配置して成るＡＣ型プラズマディスプレ
イパネルの駆動方法であって、
　前記対を成す走査電極と維持電極に維持パルス電圧を交互に繰り返し印加することによ
って表示放電としての維持放電を行なわしめる維持放電動作において、
　前記交互に繰り返し印加する維持パルス電圧を、走査電極又は維持電極の一方への印加
の終了後０．３マイクロ秒以内に他方へ印加することを特徴とするＡＣ型プラズマディス
プレイパネルの駆動方法。



覆われた、走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nと維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nとの平行に配列された
対が複数個設けられている。第一の絶縁基板１に対向する第二の絶縁基板６上には、デー
タ電極Ｄ 1～Ｄ Mが設けられている。隣接するデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mの間には、データ電極Ｄ

1～Ｄ Mに平行に隔壁８が設けられている。データ電極Ｄ 1～Ｄ Mの表面には蛍光体９（一部
のみ図示）が設けられている。前記走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nおよび維持電極ＳＵＳ 1～
ＳＵＳ Nと前記データ電極Ｄ 1～Ｄ Mとが直交するように前記第一の絶縁基板１と第二の絶
縁基板６とは放電空間１０を挟んで対向している。それぞれ対を成す走査電極ＳＣＮ iと
維持電極ＳＵＳ i（ iは１～Ｎ及び１～Ｍの中の任意の数）との間の維持放電により表示が
行われる。
【０００３】
図６は、このパネルの電極配列図を示す。このパネルの電極配列は、図６に示すように、
Ｍ列Ｎ行マトリックス構成である。列方向にＭ列のデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mが配列されており
、行方向にＮ行の走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nおよび維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nが配列され
ている。
【０００４】
この従来のＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動について以下に説明する。維持電極
ＳＵＳ、走査電極ＳＣＮ及びデータ電極Ｄには図示を省略したそれぞれのパルス発生器の
出力端子が接続されて、パルス電圧が印加される。各パルス発生器のグランド端子は共通
に接続されており、維持電極ＳＵＳ、走査電極ＳＣＮ及びデータ電極Ｄには各パルス発生
器の出力電圧の差の電圧が印加される。図７はその動作の駆動タイミング図を示す。図７
において、先ず、書き込み期間に、全ての維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nを０（Ｖ）（Ｖはボ
ルトを表す）に保持し、データ電極Ｄ 1～Ｄ Mの中の所定のもの（以下所定のデータ電極Ｄ

1～Ｄ Mと称する）に、正の書き込みパルス電圧＋Ｖ W（Ｖ）を印加し、第一番目の走査電
極ＳＣＮ 1に、負の走査パルス電圧－Ｖ S（Ｖ）を印加すると、所定のデータ電極Ｄ 1～Ｄ M

と第一番目の走査電極ＳＣＮ 1との交点部において書き込み放電が起こり、前記交点部の
第一番目の走査電極ＳＣＮ 1上の保護膜層３の表面に正電荷が蓄積される。次に、別の所
定のデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mに正の書き込みパルス電圧＋Ｖｗ
（Ｖ）を印加し、第二番目の走査電極ＳＣＮ 2に負の走査パルス電圧－Ｖ S（Ｖ）を印加す
ると、前記別の所定のデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mと第二番目の走査電極ＳＣＮ 2との交点部にお
いて書き込み放電が起こり、前記交点部の前記第二番目の走査電極ＳＣＮ 2上の保護膜層
３の表面に正電荷が蓄積される。同様の走査駆動の動作を引き続き行い、最後に所定のデ
ータ電極Ｄ 1～Ｄ Mに正の書き込みパルス電圧＋Ｖ W（Ｖ）を印加し、第Ｎ番目の走査電極
ＳＣＮ Nに負の走査パルス電圧－Ｖ S（Ｖ）を印加すると、前記所定のデータ電極Ｄ 1～Ｄ M

と第Ｎ番目の走査電極ＳＣＮ Nとの交点部において書き込み放電が起こり、前記交点部の
前記第Ｎ番目の走査電極ＳＣＮ N上の保護膜層３の表面に正電荷が蓄積される。
【０００５】
次に維持期間において、先ず、全ての維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nに負の維持パルス電圧－
Ｖｍ（Ｖ）を印加すると、書き込み放電を起こした前記交点部において、走査電極ＳＣＮ

1～ＳＣＮ Nと維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nとの間に維持放電が開始される。次に、維持電極
ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nに印加した負の維持パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）の終了後から時間Ｔ後に全
ての走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nに負の維持パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）を印加すると、書き込
み放電を起こした前記交点部において、走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nと維持電極ＳＵＳ 1～
ＳＵＳ Nとの間に再び維持放電が行われる。「パルス電圧の終了」とはパルス電圧の立上
りがＯ（Ｖ）に達した時点を言う。さらに、前記走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nに印加した負
の維持パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）の終了後から時間Ｔ後に、全ての維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵ
Ｓ Nに負の維持パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）を印加すると、書き込み放電を起こした前記交点
部において、走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nと維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nとの間に、さらに維
持放電が行われる。同様にして全ての走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nと全ての維持電極ＳＵＳ

1～ＳＵＳ Nとに負の維持パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）を時間Ｔを置いて交互に印加することに
より、維持放電が継続して行われる。この維持放電による発光を表示に用いる。負の維持
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パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）の波形は立ち上がり、立ち下がりに一定の時間がかかるので、詳
細に示すと図８に示す台形の波形になっている。
【０００６】
最後に消去期間において、全ての維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nに負の短いパルス幅の細幅消
去パルス電圧－Ｖｅ（Ｖ）を印加して、消去放電を起こさせて放電を停止させる。以上の
動作によりＡＣ型プラズマディスプレイパネルの一画面が表示される。
【０００７】
このとき、走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nと維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nに交互に印加される維
持パルス電圧において、走査電極又は維持電極の一方のものへの維持パルス電圧の印加が
確実に終了してから他方のものへ維持パルス電圧の印加がなされるように、前記時間Ｔは
通常０．５マイクロ秒以上に設定される。前記の従来例では時間Ｔは０．５マイクロ秒と
していた。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記の維持放電の動作において、時間Ｔの期間に、走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ Nと
維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nとの間に表示に必要な維持放電が起こると同時に、データ電極
Ｄ 1～Ｄ Mと走査電極ＳＣＮ 1～ＳＣＮ N、またはデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mと維持電極ＳＵＳ 1～
ＳＵＳ Nとの間にも表示に寄与しない誤放電が起こっていることが判明した。このことは
、維持期間にデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mに電流が流れていることから確認された。その結果、こ
の誤放電により維持放電が弱められ、維持放電が停止したり不安定になるという問題があ
った。さらに、この誤放電によりデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mに電流が流れていることから、誤放
電によるイオンが蛍光体に衝撃を与える。このため蛍光体の劣化が起こり維持放電の輝度
が著しく低下するという問題があった。上記の２つの問題を解決するのが課題であった。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するために、本発明のＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法
は、誘電体層および保護膜層で覆われた少なくとも１対のそれぞれ対を成す走査電極群と
維持電極群を配した第一の絶縁基板と、前記走査電極群および維持電極群と直行する少な
くともデータ電極群を配した第二の絶縁基板とを対向配置して成るＡＣ型プラズマディス
プレイパネルの駆動方法であって、
　前記対を成す走査電極と維持電極に維持パルス電圧を交互に繰り返し印加することによ
って表示放電としての維持放電を行なわしめる維持放電動作において

うに構成している。
　走査電極及び維持電極に交互に印加される維持パルス電圧を、一方への印加の終了後０
．３マイクロ秒以内に他方へ印加することにより、維持放電中にデータ電極を走査電極間
又はデータ電極と維持電極間に誤放電が発生するのを防ぐことが出来る。
【００１０】
【発明の実施の形態】
《実施例》
本発明の駆動方法が適用されるＡＣ型プラズマディスプレイパネル（以下パネルと略称す
る）の構成は従来の技術の項で説明した図５に示すものと同じである。また、このパネル
の電極配列は図６に示したものと同じである。したがって、パネルの構成及び電極配列に
ついての重複する説明は省略する。
【００１１】
以下、本発明の実施例のＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法について説明する
。図１にその動作駆動タイミング図を示す。
【００１２】
図１において、先ず、書き込み期間に、全ての維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nを０（Ｖ）（Ｖ
はボルトを表す）に保持し、データ電極Ｄ 1～Ｄ Mの所定のもの（以下所定のデータ電極Ｄ
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、
　前記交互に繰り返し印加する維持パルス電圧を、走査電極又は維持電極の一方への印加
の終了後０．３マイクロ秒以内に他方へ印加するよ



1～Ｄ Mと表示する）に正の書き込みパルス電圧＋Ｖ W（Ｖ）を印加するとともに、第一番
目の走査電極ＳＣＮ 1に負の走査パルス電圧－Ｖ S（Ｖ）を印加する。その結果前記所定の
データ電極Ｄ 1～Ｄ Mと第一番目の走査電極ＳＣＮ 1との交点部において書き込み放電が起
こり、前記交点部の前記第一番目の走査電極ＳＣＮ 1上の保護膜層３の表面に正電荷が蓄
積される。次に、別の所定のデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mに正の書き込みパルス電圧＋Ｖｗ（Ｖ）
を印加するとともに、第二番目の走査電極ＳＣＮ 2に負の走査パルス電圧－Ｖ S（Ｖ）を印
加すると、所定のデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mと第二番目の走査電極ＳＣＮ 2との交点部において
書き込み放電が起こり、前記交点部の前記第二番目の走査電極ＳＣＮ 2上の保護膜層３の
表面に正電荷が蓄積される。同様にして上記の走査駆動の動作を引き続いて行い、最後に
さらに別の所定のデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mに正の書き込みパルス電圧＋Ｖ W（Ｖ）を印加する
とともに、第Ｎ番目の走査電極ＳＣＮ Nに負の走査パルス電圧－Ｖ S（Ｖ）を印加すると、
前記さらに別の所定のデータ電極Ｄ 1～Ｄ Mと第Ｎ番目の走査電極ＳＣＮ Nとの交点部にお
いて書き込み放電が起こり、前記交点部の前記第Ｎ番目の走査電極ＳＣＮ N上の保護膜層
３の表面に正電荷が蓄積される。
【００１３】
　次に維持期間において、先ず、全ての維持電極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＮ に負の維持パルス電
圧－Ｖｍ（Ｖ）を印加すると、書き込み放電を起こした前記交点部において、走査電極Ｓ
ＣＮ１ ～ＳＣＮＮ と維持電極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＮ との間に維持放電が開始される。維持電
極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＮ に印加した負の維持パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）の印加終了後直ちに

全ての走査電極ＳＣＮ１ ～ＳＣＮＮ に負の維持パルス電圧－Ｖ
ｍ（Ｖ）を印加すると、書き込み放電を起こした前記交点部において、走査電極ＳＣＮ１

～ＳＣＮＮ と維持電極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＮ との間に再び維持放電が行われる。上記の「印
加終了後直ちに」の用語で表す時間長としては、例えば１００ナノ秒程度が適当である。
この場合維持電極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＮ への維持パルス電圧の印加終了の約１００ナノ秒後
に走査電極ＳＣＮ１ ～ＳＣＮＮ に維持パルス電圧が印加される。前記の時間長を１００ナ
ノ秒程度にすることにより充分な誤放電防止効果が得られる。さらに、走査電極ＳＣＮ１

～ＳＣＮＮ に印加した負の維持パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）の印加終了後直ちに全ての維持電
極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＮ に負の維持パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）を印加すると、書き込み放電を
起こした前記交点部において、走査電極ＳＣＮ１ ～ＳＣＮＮ と維持電極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳ

Ｎ との間に再び維持放電が行われる。同様に、全ての走査電極ＳＣＮ１ ～ＳＣＮＮ と全て
の維持電極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＮ とに負の維持パルス電圧－Ｖｍ（Ｖ）を交互に印加するこ
とにより、維持放電が継続して行われる。この維持放電による発光を表示に用いる。
【００１４】
続く消去期間において、全ての維持電極ＳＵＳ 1～ＳＵＳ Nに負の細幅消去パルス電圧－Ｖ
ｅ（Ｖ）を印加して、消去放電を起こさせて放電を停止させる。以上の動作によりＡＣ型
プラズマディスプレイパネルの一画面の表示動作が行われる。
【００１５】
　このとき、走査電極ＳＣＮ１ ～ＳＣＮＮ と維持電極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＭ とに交互に印加
される維持パルス電圧の一方への印加が終了した に他方への印加がなさ
れる点が本発明の特徴である。なお、従来例の維持放電動作においては、維持パルス電圧
の一方への印加が終了した後０．５μ秒後に他方への印加がなされている。本発明におい
ては、前記のように印加することにより、維持放電が走査電極ＳＣＮ１ ～ＳＣＮＮ と維持
電極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＮ との間でのみ確実に起こり、データ電極Ｄ１ ～ＤＭ と走査電極Ｓ
ＣＮ１ ～ＳＣＮＮ の間または維持電極ＳＵＳ１ ～ＳＵＳＮ との間に誤放電が起こらない。
【００１６】
発明者が実際のパネルの動作を観察した結果、維持パルス電圧の一方への印加が終了した
後に他方への印加がなされるまでの時間Ｔと、誤放電との間に相関があることが分かった
。これについて考察するために、図５において維持パルス電圧の印加時に走査電極ＳＣＮ

2および維持電極ＳＵＳ 2の上部の保護膜層３にそれぞれ蓄積される壁の電荷（以下、壁電
荷と記す）による壁の電位（以下、壁電位と記す）を調べた。図２は、図５の II－ II’断
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（
例えば１００ナノ秒程度）

約１００ナノ秒後



面図を示す。図２において走査電極ＳＣＮ 2、維持電極ＳＵＮ 2、データ電極Ｄ 5の電位を
それぞれＶ S C N、Ｖ S U S、Ｖ D A T Aとし、保護膜層３の走査電極４に対向する部分の壁電位を
Ｖ S S C保護膜層３の維持電極５に対向する部分の壁電位をＶ S S Uとしたとき、維持放電動作
におけるこれらの電位変化を図３に示す。
【００１７】
維持パルス電圧の印加が開始される時刻ｔ 1の直前において、  維持電極ＳＵＳ 2の電位Ｖ S

U Sは０（Ｖ）、走査電極ＳＣＮ 2の電位Ｖ S C Nは０（Ｖ）であり、前記壁電位Ｖ S S CはＶ１
（Ｖ）、Ｖ S S UはＶ２（Ｖ）である。時刻ｔ 1からｔ 2において、維持電極ＳＵＳ 2の電位Ｖ

S U Sが０（Ｖ）から－Ｖｍ（Ｖ）に変化すると、壁電位Ｖ S S CはＶ１（Ｖ）のままであるが
、壁電位Ｖ S S Uは電位Ｖ２（Ｖ）から電位Ｖ４（Ｖ）に変化する。電位Ｖ４（Ｖ）は電位
Ｖ２（Ｖ）より電位Ｖｍ（Ｖ）だけ低い。その結果、壁電位Ｖ S S CとＶ S S Uの電位差は（Ｖ
１－Ｖ４）（Ｖ）という大きな値となり、放電開始電圧を越えるために、前記維持電極Ｓ
ＵＳ 2と走査電極ＳＣＮ 2との間で維持放電が起こる。同時に壁電位Ｖ S S CはＶ１（Ｖ）か
らＶ２（Ｖ）に変化し、壁電位Ｖ S S UはＶ４（Ｖ）からＶ３（Ｖ）に変化する。次に、時
刻ｔ 3からｔ 4において、維持電極ＳＵＳ 2の電位Ｖ S U Sが－Ｖｍ（Ｖ）から０（Ｖ）に変化
すると、壁電位Ｖ S S CはＶ２（Ｖ）のままであるが、壁電位Ｖ S S UがＶ３（Ｖ）からＶ１（
Ｖ）に変化する。電位Ｖ１（Ｖ）は電位Ｖ３（Ｖ）より電位Ｖｍ（Ｖ）だけ高い。その後
次の維持パルス電圧が走査電極ＳＣＮ 2に印加されるまでの時間Ｔ（時刻ｔ 4からｔ 5）は
壁電位Ｖ S S Uは変化しない。
【００１８】
時刻ｔ 5からｔ 6において、走査電極ＳＣＮ 2の電位Ｖ S C Nが０（Ｖ）から－Ｖｍ（Ｖ）に変
化すると、壁電位Ｖ S S UはＶ１（Ｖ）のままであるが、壁電位Ｖ S S Cは電位Ｖ２（Ｖ）から
Ｖ４（Ｖ）に変化する。電位Ｖ４（Ｖ）は電位Ｖ２（Ｖ）よりＶｍ（Ｖ）だけ低い。した
がって、壁電位Ｖ S S CとＶ S S Uの差の電圧はＶ１（Ｖ）－Ｖ４（Ｖ）という大きな値となり
、放電開始電圧を越えるために、前記維持電極ＳＵＳ 2と走査電極ＳＣＮ 2との間で維持放
電が起こる。そのため壁電位Ｖ S S U

は Ｖ １ （ Ｖ ） か ら Ｖ ２ （ Ｖ ） に 変 化 し 、 壁 電 位 Ｖ SSCは
Ｖ ４ （ Ｖ ） か ら Ｖ ３ （ Ｖ ）に変化する。次に、時刻ｔ 7からｔ 8において、走査電極ＳＣＮ

2の電位Ｖ S C Nが－Ｖｍ（Ｖ）から０（Ｖ）に変化すると、壁電位Ｖ S S UはＶ２（Ｖ）のま
まであるが、壁電位Ｖ S S CはＶ３（Ｖ）からＶ１（Ｖ）に変化する。電位Ｖ１（Ｖ）は電
位Ｖ３（Ｖ）よりＶｍ（Ｖ）だけ高い。同様にして、その後維持電極ＳＵＳ 2と走査電極
ＳＣＮ 2に交互にパルス電圧を印加することにより維持放電が継続し、壁電荷も同様に変
化する。
【００１９】
しかし、維持パルス電圧の維持電極ＳＵＳ 2への印加終了後、次の維持パルス電圧が走査
電極ＳＣＮ 2に印加されるまでの時間Ｔ（時刻ｔ 4からｔ 5）では、図に示すように、壁電
位Ｖ S S Uとデータ電極Ｄ 5の電位Ｖ D A T A間の電位差はかなり高く、維持電極ＳＵＳ 2とデー
タ電極Ｄ 5間の放電開始電圧を越える。そのため、維持電極ＳＵＳ 2と走査電極ＳＣＮ 2間
の放電後の残留電荷が離れた位置で対向しているデータ電極Ｄ 5付近に拡散する時間ｔ 0後
に、維持電極ＳＵＳ 2とデータ電極Ｄ 5間で本来の維持放電でない誤放電が起こる。図３中
に破線で示したように、時刻ｔ 4から時間Ｔ 0後に壁電位Ｖ S S UがＶ１（Ｖ）からＶ５（Ｖ
）に低下するため、その後の時刻ｔ 6において、走査電極ＳＣＮ 2に維持パルス電圧が印加
されても、壁電位の差Ｖ５－Ｖ４（Ｖ）が前記の電位差Ｖ１－Ｖ４（Ｖ）より小さいため
、放電が安定に継続せず維持放電が停止する場合がある。
【００２０】
以上の説明から、維持パルス電圧が維持電極ＳＵＳ 2に印加された後、次の維持パルス電
圧が走査電極ＳＣＮ 2に印加されるまでの時間Ｔ（時刻ｔ 4からｔ 5）が維持電極ＳＵＳ 2と
走査電極ＳＣＮ 2間の放電後の残留電荷がデータ電極Ｄ 5付近に拡散する時間Ｔ 0よりも短
ければこのような誤放電は起こらないことが分かる。このことは維持パルス電圧が走査電
極ＳＣＮ 2に印加された後、次の維持パルス電圧が維持電極ＳＵＳ 2に印加されるまでの時
間Ｔにおいても成り立つ。また、誤放電が起こると、維持放電が停止したり不安定になる
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と共に、誤放電中に発生するイオンが蛍光体９に衝撃を与えるため、蛍光体９の劣化が起
こり維持放電の輝度が著しく低下することになる。
【００２１】
次に、維持パルス電圧の一方への印加終了後、次の維持パルス電圧が印加されるまでの時
間Ｔと走査電極または維持電極とデータ電極間に起こる前記誤放電の放電確率Ｙについて
、６４０×４８０画素の４２インチＡＣ型プラズマディスプレイパネルを用いて調べた。
この関係を図４に示す。ここで、放電確率Ｙは、維持放電中に一本のデータ電極に流れる
電流値が前記一本のデータ電極と交差する４８０の走査電極と維持電極の対との誤放電箇
所の数と対応するものとして算出した。すなわち、誤放電箇所の数が比較的少ないｎ（個
）の時にデータ電極に流れる電流値を測定しておき、それがｉ（Ａ）（Ａはアンペアを表
す）であるとすると、前記データ電極に流れる電流値がＩ（Ａ）である時の放電確率Ｙは
Ｙ＝（ｎ／４８０）×（Ｉ／ｉ）として計算した。図４に示す結果から、維持パルス電圧
の一方の印加終了後、次の維持パルス電圧が印加されるまでの時間Ｔが０．３μ秒以下で
ある場合には前記誤放電が起こらない。
【００２２】
　以上の説明から、パネルの維持放電動作においては、走査電極と維持電極に交互に印加
される維持パルス電圧の一方への印加が終了後、 に印加する
ことにより誤放電が起こらない。その結果安定な維持放電が得られ、蛍光体の劣化による
維持放電輝度の低下が生じない。
【００２３】
尚、以上の説明では維持パルス電圧が負のパルス電圧である場合について述べたが、正の
パルス電圧を用いた駆動方法であっても本発明の範囲である。また、他の構成のＡＣ型プ
ラズマディスプレイパネルにも同様に適用できるものである。
【００２４】
【発明の効果】
　 ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法においては、走査電極と維持電
極に交互に印加する維持パルス電圧の一方への印加の終了後

印加することにより、維持放電中にデータ電極への誤放電が起こらず、安定した維持
放電が行われるので、不灯によるちらつきの無い、安定な表示が得られる。また蛍光体が
イオンによる衝撃を受けることがないので、維持放電の輝度が低下することの無いＡＣ型
プラズマディスプレイパネルを実現することが出来る
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例としてのＡＣ型プラズマディスプレイパネルの駆動方法を示す
動作駆動タイミング図。
【図２】　図５の II－ II’断面図。
【図３】　維持放電動作における壁電位の変化を示すタイミング図。
【図４】　誤放電の確率を示すグラフ。
【図５】　従来の技術と本発明に共通に用いられるＡＣ型プラズマディスプレイパネルの
構成を示す部分破断斜視図。
【図６】　図５に示すＡＣ型プラズマディスプレイパネルの電極配置図。
【図７】　ＡＣ型プラズマディスプレイパネルの従来例の駆動方法を示す動作駆動タイミ
ング図。
【図８】　従来の駆動方法における維持パルス電圧の波形図。
【符号の説明】
１　第一の絶縁基板
２　誘電体層
３　保護膜層
６　第二の絶縁基板
８　隔壁
９　蛍光体
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１０　放電空間
ＳＣＮ 1～ＳＣＮ N　走査電極
ＳＵＳ 1～ＳＵＳ N　維持電極
Ｄ 1～Ｄ M　データ電極

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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